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ニュースレターは年4回会員に情報手刊誌として発行いたします.
ご意見ご要望、掲載希望記事などございましたら 事務局までFAXまたはメールでお知らせ下さい。
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保護管理部会リポート

銅弾による射撃練習会
ワシ類の鉛中毒muLの観点から エツシカ猟における鉛含有ライフル
弾の使用規制0愉討されている しかし ,1鉛合有凛頭 (一部分に鉛を
使つた弾頭もあるが 以下では銅弾と続―する)に関する情報は充分で
はなく ハンターの間にはこれらに対する不信感も強い そこで1999年 7月
24曰 浦日射撃場にて「銅弾による射華練習会 (試射会 )Jを開催した こ
のイベントは 1)専門家(銃砲店 )による銅弾関連の講習 2)会員ハン
ターによる実射 0対撃結果にもとづく専門家からのアドバイス の三本
立てで進行した また 射手や射撃指導員 銃砲店らにはアンケートのご

協力をいただき 射嘔結果として集計した これらを通じ 編弾に関する情
報交換 (使用やリローデイング時の留意点)と命中精度の検証を行なうこ

と力●・T能であった
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1参加者、話題提供、ならびに射撃結果
参加者は 射手0名 および指導 見学者等,2名であつた この中には 銃砲店〈4軒)射事指導員(4名 )道庁関係者 (3名 )栞友会関係者(2名 )
も含まれていた また 取材陣も訪れ北海道新間には次頁の記事も紹介された
講晋や情報交換て焦点となつたのは「銃身内の銅付着」と「殺傷力Jの問題であつた 前者については「メーカー(バーンズ社 )力惟 奨するクリーニ

ング方法Jが紹介され 薬品や器材が日本でも購入可能なことが示された また 銃が道具である以上 「ハンターが自己責任としてクリーニングす
ることは当然」という指摘もあつた
殺傷力のr●l題は「半矢が多いJとの指摘もあり 今後の課題として残された しかし 銃刀送の規制から 一般ハンターが実験 機証することま不可

能である 鋼弾0穀傷力に言及した米国の文献もあるが 判断のベースとなる時 猟形態」が日本とは異なる したがって「早急に法的問題がクリ
アされ 独自の殺傷力試験を行なう必要ありJとの見解が出された その他 銅露頭の一般特性や競身との相性の問題についても話題にのはった

実射では全員で200発以上が発射されたが これまで指継 れていた「続身の変形」や「横転苺」は発生しなかった 命中精度については「狩猟に
は充分であるJというのが当日の結論であつた

2 アンケート結果
アンケートでは 従来の分含有弾頸に比較し「良いJ「同じ」
答林 願いした

1)射手によるもの
308ウインチエスター 3C00000ウインチェスターマグナム ,mm―
00アックレー 1猜餞弾義で口害を集計した(他の特殊口径ま除
外)結果は下記のとおりである

∞8ウインチェスター

思い力《支障まなしヽ 3
その他」 (弾数を■つうちに悪くなるとのコメント)
30-06
同じ(1
実猟に支障があるほど患い 2
300ウインチェスター マグナム
同じ.2
7前Ю8アックリー
奥栞に支障があるほど憑い 1
12番散弾銃(銃身の半分にライフルが切られた硫を使用)
同じ 1

「悪いが実桑 に支障はない」「案凛に支障があるほど悪いJ「その他 Jの選択肢で回

2)鏡砲店 指導員によるもの(回答者4名〉
コメントの内容が多岐にわたるため 項目ごとに技粋して,する
命中精度について
輌して良好であることが まぼ一致した見解であつた ただし 従来弾と文わ
らないJ幅 良

"」

「それほど恐いものではない」「1500∞メートルでの
お果も考慮すべきJなど 表■には若 子の三があつた また「ベンテレスト
射肇て正凛力比肇をすべきであり 猟野での結果は全く客電性を持たない」
という指摘もあつた
肇傷力について
「殺饉力(長徹力やエクスバンド)に関する試験が必要である」との意見が2
名から出された 一方で「鉛弾であつても銅弾であつても 1∞メートル以上
逃定する場合 ま着苺点が憑い」との指摘があつた また「ヒグマの場合 ま
近正確射撃力く多く 鉛壼のようこバラバラにならないため銅弾の方が良いJと
のコメントもあつた
その他のコメント
rエゾシカ協会 |ま会員ハンターのレベルアップ¨ 籠や技能)を 1まかる必要が
あるJとのアド′`イスがあった また 「季節や電を限つた(鉛弾の)規制にす
べき」と0コメントもあつた力く

'ク

マタカやシマフクロウもシカの死体に付いて
いるとの情報もあリ ザル■としないためにも鉛弾は全面的に規制すべきJと
いう正底対の 意見も記されていた

合計すると「同じ」が4「悪いが支障はないJが 3「実桑に支障
があるほど患い」が3'その他Jが 1であつたく2種以上の実包を
撃った討手のため 回省数は射..数を上回つている)すなわち

'実
業に支障ないJとする判断が633●●と過半数を占めた (次ページ^つづく,



3 総括
今回の結果は
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協会活動報告

本年 2月 1日 の協会設立以降、会員の皆様のご協力により以下の活動が進められています。又、各部
会でも部会長他を中心に具体的な活動が始まりました。今後ともよろしくお願いしま九

11 2  1 エツシカtl会'十記念籠演会の開催講師漢 ロスコットランドフカシカ協会ヤングソン研究部長
「森とシカと人との夫生」～英国アカシカ協会の活動～
於 オt幌市 がでる27 出席 120名
事務局会議 (■員会竿■)
役員会議(■曽方針超摯 リローディング奎器導入検討等 )
社団法人日本技術士会シンドジウム

“

饉への協力
「試される大地 エゾシカとの夫生J
於 |」し海道大学単術支流会雷

=織ン
=毀
轟顧i酬轟曇警の各会員

遺内各地における研
=会
の開催

事務局会議(ニュースレタ‐ 彙)
ニュース レター算1=発fr  部藪 200部
事務局会
=(部
会卒饉 )

エツシカ協会検lT都会の開催
於 |,ι幌市 かでる27  出席 75名
事務局会議(マヨ アル等作成担当者検討 依頼 )
事務局会議(試射会準備)
,1鉛弾試射会
バーンズ社製鋼弾頸使用の..]き (薔定版胴 付
協力 北海道猟友会
於 ,浦日町 浦口国應ライラル射奉場
事務局会議(部会量曽 マニュアル 調壺菫中

"の
機計 ニュースレター編集 )

3 18

7 28

各部 会 の 活動

鈴木部会長、猟友会 会員銃砲店等の方々の訳 力によ
雲
射会が開催され 別記事のような成果が得らな した。

佐藤理事を中心に、リローデイング勉強会が計画されていま
猟区設定の実験事業の実鷹に向けたワーキンググループの設置る(検討されています。
鉛中毒対策に関する関連グループとのシンポジウムの開催が検討されています。
鳥獣保護法の改正後の動きにあわせ ハンター教育 ライフル資格取得鶏間の短縮 夜射ちによる駆除など積年の課題解
決に取り組みたいと考えています。

B静 妻対告錦 会
小谷部会長、原さんなどが中心となり 効果的なフェンシング手法等の素案炸りが進められています。
交通事故対策については 道路公団や釧路及び網走開発建設部に会員が協力しています。
2つの小委員会を設置し活動することとしました。
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5 31
6 10
7 24

(1)システム開発研究小姜員会
1)行動 分布などの各掟資料の整備
2)ハザードマップの作成
3)事故報告システム
4牌 処理システム
5)総合的対策システム
6理備効果
7)広報 教育
3)他の野生動物との関係
9)対策による農林妻 遺路交通以外への影響
担当幹事 .神野葵二(札曖道路エンジニ7)

(2)技術開発研究小委員会
つフェンシングの構造 設II
2)アンダーバス オーバープリッジの設計法
3)脱出月施■のよ画と設II
4,取 り付け道路 河川部分などの処理
5)●による銹尋
6)におい ■ 照明
7)施設の籠綺,理
8)講奎手法
担当幹事‐原文宏((■ )」疇 道口発技術センター,

今後の予定
1)各小委員会メンバーの募集 8月上旬
2)小委員会の第 1国会合 8月下旬～9月上旬
3)各 4ヽ委員会の年次活動計画作成 9月下旬

C品 質管理部 会
,東部会長、高木さんなどが中′いとなり、ハンティング マニュアルの素案十りが進められています。椰会員への意見照会を経て8
月末を目途にすとめる予定です。
衛生管理マニュアル(肉処理 衛生検査)よ 松岡さんの助言及び道庁担当部局のご指導により、素案作リカ筵 められています。

D有 効活 用システム化部会

場絆鏃 馨 鳳 野
を盛り込んだ消費者向けパンフレットを作成する方向で検討が進められ0ヽます。近々、都会員ヘ
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事務局の活動およびお知らせ

:蘇鰤饒淵籍爾獅鯉換鼎壁
中は枷口"

会合のご案内
下記のとおり会合を開きますのでよろしくお願いします.

各部会長と相談の結果 有効活用システム化部会(D都会 )の部会会含を開くことにしました。

曰時

出欠

場所

D部会内容

*理事 部会長の方には、D部会にオブザーバーとして0出席をお願いします。
なお17時30分～懇議会を予定しております。

かでる27 10階 語学演習室
札幌市中央区北2条西フ丁目

鷹肉の′`ンフレットを作成(来年以降)するための素案やり

バンフレットに盛り込む項目案

鹿肉の特性 衝生基準(C都会と調整)品質基華(各付け等 )

製品基準(カット等)部位別料理漱
その他項目案、項目の内容案等を検討のうえご参加いただければ幸いです。

9月 1日までに事務局 井日まで連絡お願いします。

事務局からのお願い

会員の方で会費未紬の方は、振込みよろしくお願いします。所属部会希望をまだ出されてない方は、

至急お願いします。8月 末までに連絡ない方は、事務局で仮に決めさせて頂きます。

ロゴマ‐ンの案が寄せられましたので紹介します。
他にも案がございましたらぜひお寄せ下さい。

⑩


